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“SHIRASU，，（Report３）

OntheAutoclaveHardenedBodiesofLight

‐weightConcreteUsing“ＳＨＩＲＡＳＵ，,

ＫｉｎｊｉＳＨＩＭＡＤＡ＊ａｎｄＫ１ｍｉｍｏｔｏＫＵＭＥ*＊

Thisreportshowstheexperimentalresultsofautoclave-hardenedbodiesused“ＳＨＩＲＡＳＵ,，

ａｎｄｓｌａｋｅｄｌｉｍｅｉｎｓｔｅａｄｏｆｃｅｍｅｎｔｉｎlight-weightconcrete，

Theconditionoftestsareasfollow；mixingratioof“ＳＨＩＲＡＳＵ,，：slakedlime＝１：１（by

weight）mixingwater61％,curlngpressurel5kg/cm2andcuringtime5-15hours、

Resultsareasfollow；bulkdensity1.08,compresslvestrength90-130kg/cm2、

Ｔｈａｔｉｓｍｕｃｈｔｈｅｓａｍｅｃｏｍｐｒｅｓｓｉｖｅｓｔrengthascomparedwithlight-weightconcreteused

portlandcement，andyetnotheavy、Ｓｏｔｏｓａｙ,itisftforthelight-weightconcreteusedportland
cement．

１．緒言

諸外国ならびにわが国において研究および生産され

ているオートクレーブ硬化体は，いずれもケイ酸質原

料，石灰質原料ともに微粉砕した粉末が使用されてお

り')，微粉に要する労力および経費が大きい．著者ら

は微粉に要する労力および経費の軽減を目的として，

消石灰カルデラ系軽砂，軽砂利およびシラス微粉末を

原料とする軽量コンクリートのオートクレーブ硬化体

の製造に関する基礎的研究を行った．

一般にコンクリートはセメント，砂および砂利を混

練りしてつくられるが，セメントの代りに消石灰，軽

砂，軽砂利およびシラス微粉を水で混練りし，成形後

オートクレーブ養生を行うものである．したがって，

普通のコンクリートのセメント単味の結合力によるも

のではなく，石灰と砂，軽砂利，シラスを水蒸気下に

おいて高温で化学反応を起させて結合させるものであ

る．これらの軽量コンクリートオートクレーブ硬化体

は軽量であって，耐熱性，遮音性，断熱性などが優

れ，熱伝導が小さく，釘打なども容易であることが期

待されるものであって，特に本県は多量の軽砂，軽砂
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利に恵まれており，未開発資源の活用ともなるわけで

ある．

２ ． 原 料

本実験に用いたシラスは鹿児島市郡元町唐湊地区の

もので，カルデラ系の軽砂，軽砂利は鹿屋市古江地区

のものである．石灰は市販品を用いた．シラスは天然

のそのままのものと微粉砕したもの両方を用いた．粉

砕シラスはアトマイザーで微粉としたものである．こ

れら原料の化学成分を表ｌに，物理的性質を表２に示

す．

表１に示すように，シラス，軽砂および軽砂利はい

ずれも類似した化学組成であってシリカ約70％，アル

ミナ約15％を含み５％程度のアルカリを含んでいる．

シラス，軽砂，軽砂利は岩石学的には同じものであ

って，わわわれ関係者ではシラスの定義を「シラスと

は南九州に広く分布する厚い軽石流堆積物（軽石凝灰

角喋岩)，降下軽石層およびこ和らの２次堆積層で地

質時代第三紀末から第四紀にかけて姶良，阿多火山な

どから噴出したものである．（以下シラスと称する）

一般にシラスは灰白色，‘半固結のもので微粉にいたる

まで軽石質が多く，粘土分少なく，比重が小さいの

が特長で，化学成分はおおむねシリカ６５～75％，ア
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表２原料の物理的性質
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３．調合，成形およびオートクレブ養生

軽量コンクリートの調合法にしたがって行った．す

なわち，軽量コンクリートにおけるセメントの代りに

消石灰とシラスの１：１の重量配合比で混合したもの

を用いた，また軽量コンクリートの砂の代りに天然シ

ルミナ１３～16％，酸化鉄２～５％，石灰２～３％，マ

グネシア１％以下である.」とした2)．

したがって，軽砂，軽砂利はシラスであるが，ここ

では表Ｚに示すとおり，粒径５ｍｍ以下のものを軽砂

と称し，５～25ｍｍの範囲の粒径のものを軽砂利と称

することにする．
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表３軽量コンクリートの調合表と実験結果
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ラスと軽砂を容積比で２：’の割合で混合したものを

使用した．砂利は軽砂利を用い，水/粉比61％で調合

混線を行った・表３に絶対容積調合表（Ｉ/ｍ３）を示

す．

混練後，ただちに鉄製容器（8ｃｍ×８ｃｍ×１５ｃｍ）

に振動打ちこみを行い,２４時間後に脱形した．脱形を

容易にするため混練水は５％のリン酸アルミニウム水

溶液を用いた．この角柱形供試体を前報3)で述べたオ

ートクレーブ中に設置し，養生圧力，５ｋｇ/cm2，養生

時間５～１５ｈｒｓで高圧蒸気養‘生を行った．

４．実験結果および考察

養生後の供試体についてただちに気乾比重および圧

縮強度の測定を行ない，その結果を表３に示した．

セメントを使った軽砂・軽砂利軽量コンクリートの

水セメント比65％（セメント使用量105～126//ｍ3,

331～397kg/ｍ３）では圧縮強度120kg/cｍ前後とな

り，上表圧縮強度とほぼ同程度になる．

データが少ないのでこの実験から判断するのは少し

早いが，この結果および過去の経験からして粉砕シラ

スの粉末度をセメントのそれに近づけることにより，

絶対容積で石灰と粉砕シラスの量をセメントの量と同

じにしても強度の面では同程度のものが出せるものと

思われる．セメントの比重に較べ，石灰，粉砕シラス

の比重は小さく，軽いセメントを使用したと同じこと

になる．セメントを使用した軽砂・軽砂利軽量コンク

リートの気乾比重は1.4前後になるが，この種の軽量

コンクリートは約1.08と軽い．

この実験の限りでは，セメントを使ったコンクリー

トにおける水セメント比説が〔セメント〕と〔石灰十

粉砕シラス〕を置代えることにより適用できそうであ

るが，その点については，今後の実験で確めたい、
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